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最
近
見
た
映
画

「
続
・
深
夜
食

堂
」
が
な
か
な
か

い
い
。
小
林
薫
さ

ん
が
マ
ス
タ
ー
役

に
扮
す
る
、
夜
中
だ
け
営
業
す

る
食
堂
。
メ
ニ
ュ
ー
は
豚
汁
定

食
１
品
だ
け
、
で
も
頼
め
ば
何

で
も
作
っ
て
く
れ
る
。
個
性
豊

か
な
常
連
客
に
交
じ
っ
て
訳
あ

り
顔
の
客
も
…
。
日
々
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
つ
づ
ら
れ
る
だ
け
の

ス
ト
ー
リ
ー
だ
が
、
豚
汁
の
よ

う
に
暖
か
く
小
腹
が
ふ
く
れ
る

▼
舞
台
は
ど
う
も
、
新
宿
の
裏

町
の
よ
う
だ
。
繁
華
街
か
ら
少

し
入
っ
た
、
木
造
住
宅
が
連
な

る
路
地
、
今
で
も
こ
ん
な
所
が

残
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
さ

て
、
神
戸
で
い
え
ば
ど
の
辺
だ

ろ
う
か
？
震
災
前
の
長
田
や
兵

庫
の
町
は
こ
ん
な
感
じ
だ
っ
た

か
と
い
ろ
い
ろ
思
い
め
ぐ
ら
し

て
み
る
。
思
い
当
た
っ
た
の

が
、
元
町
高
架
通
商
店
街
、
通

称
モ
ト
コ
ー
だ
▼
Ｊ
Ｒ
元
町
駅

か
ら
神
戸
駅
ま
で
続
く
細
い
路

地
。
頭
の
上
で
電
車
の
通
る
音

が
響
く
。
戦
後
の
闇
市
が
ル
ー

ツ
だ
そ
う
だ
。
様
々
な
店
が
両

脇
に
並
ぶ
。
古
着
屋
、
古
本

屋
、
新
し
い
カ
フ
ェ
も
、
そ
し

て
小
林
さ
ん
の
よ
う
な
マ
ス
タ

ー
が
ひ
ょ
っ
こ
り
現
れ
そ
う
な

小
さ
な
食
堂
、
久
し
ぶ
り
に
通

っ
て
み
た
▼
今
、
立
ち
退
き
問

題
で
揺
れ
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
西
日

本
が
耐
震
補
強
を
理
由
に
、
来

年
か
ら
店
舗
の
立
ち
退
き
を
要

求
し
て
い
る
。
数
年
か
か
る
工

事
ら
し
い
が
、
果
た
し
て
今
ま

で
通
り
商
売
が
続
け
ら
れ
る
の

か
心
配
だ
。
商
店
主
ら
は
「
モ

ト
コ
ー
を
守
る
会
」
を
作
っ
て

存
続
運
動
を
始
め
た
。
個
性
の

あ
る
町
が
消
え
て
い
く
の
は
、

神
戸
っ
子
に
と
っ
て
も
悲
し
い

こ
と
だ
。
深
夜
食
堂
の
マ
ス
タ

ー
な
ら
き
っ
と
「
こ
う
い
う
所

が
一
つ
く
ら
い
あ
っ
て
も
い
い

ん
じ
ゃ
な
い
か
な
」
そ
ん
な
セ

リ
フ
を
想
像
し
て
し
ま
う
（
星
）

今 　 号 　の　記　事今 　 号 　の　記　事

診療内容向上研究会より
リウマチ・膠原病の診かた

研
面
究

税経部より「年末調整等書類のマイナンバー」 ３面

第25回日常診療経験交流会　参加記 ４～５面

６面

協
会
・
保
団
連
の
運
動
実
る

「
登
録
医
制
度
」見
送
ら
せ
る

（上）前半期活動まとめと後半期方針、決議が提案
され、拍手で承認された
（右）特別講演では、高端氏がすべての人が給付を
受けられる社会保障制度への転換を訴えた

グッズのご注文・お問い合わせは、
　　　　　☎078－393－1807まで

景品付きクイズチラシ実施中！

「医療知ろう！」「医療知ろう！」
放送中!!放送中!!

ラジオ関西番組出演ラジオ関西番組出演

AM558kHz／1395kHz（但馬放送局）
放送期間　2016年10月～2017年３月

毎週木曜19時25分～毎週木曜19時25分～

厚
労
省
と
懇
談

テーマ　①トランプ大統領でこれからどうなる
　　　　②酉年にちなんで　③自由題
締　切　12月９日（金）必着
送り方　メール　sanda-a@doc-net.or.jp
　　　　ＦＡＸ　078―393―1820
お問い合わせは、☎078―393―1807 新聞部まで

兵庫保険医新聞 新年号　会員投稿募集

第90回評議員会

　

格
差
や
貧
困
、
社
会
的
排
除
を
許
さ
ず
、
患
者
・
住
民
と
と

も
に
、
社
会
保
障
の
充
実
と
発
展
に
引
き
続
き
全
力
で
奮
闘
し

よ
う
―
―
。
協
会
は
11
月
20
日
、
第
90
回
評
議
員
会
・
臨
時
決

算
総
会
・
第
39
回
共
済
制
度
委
員
会
を
開
催
。
評
議
員
ら
１
０

０
人
が
参
加
し
、
２
０
１
６
年
度
前
半
期
会
務
報
告
と
後
半
期

の
重
点
課
題
、
決
議
を
承
認
し
た
。
特
別
講
演
で
は
、
埼
玉
大

学
人
文
社
会
科
学
研
究
科
准
教
授
の
高
端
正
幸
氏
が
「
患
者
負

担
増
は
国
民
も
財
政
も
疲
弊
さ
せ
る
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し

た
。 

（
次
号
で
詳
報
予
定
）

　

開
会
の
あ
い
さ
つ
で
西
山
裕

康
理
事
長
は
、「
政
府
は
『
か

か
り
つ
け
医
』
以
外
を
受
診
し

た
場
合
の
定
額
負
担
導
入
を
計

画
し
て
い
る
が
、
そ
の
背
景
に

『
フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
の
制

限
』、『
医
療
費
抑
制
』
と
い
う

狙
い
が
あ
る
の
は
間
違
い
な

い
」「
医
療
費
抑
制
を
主
目
的

と
し
た
、
医
師
の
差
別
化
・
分

断
化
・
階
層
化
に
つ
な
が
る
よ

う
な
制
度
に
は
引
き
続
き
反
対

し
て
い
こ
う
」
と
述
べ
た
。

　

武
村
義
人
副
理
事
長
が
前
半

期
の
会
務
報
告
を
行
い
、
後
半

期
の
重
点
課
題
と
し
て
、「『
頼

り
に
な
り
役
立
つ
協
会
』
と
な

る
よ
う
努
め
、
患
者
負
担
増
に

反
対
し
、
社
会
保
障
充
実
、
憲

法
と
平
和
を
守
る
運
動
な
ど

を
、
広
範
な
国
民
・
団
体
と
共

同
し
て
進
め
よ
う
」
と
提
案
し

た
。

　

討
論
で
は
「
介
護
保
険
制
度

改
悪
阻
止
を
」「
新
専
門
医
制

度
の
混
迷
と
医
師
数
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
」「
自
民
党
改
憲
草
案
の

問
題
点
」
な
ど
、
医
療
・
社
会

保
障
改
善
、
平
和
・
脱
原
発
に

対
す
る
運
動
の
強
化
を
求
め
る

発
言
や
、
各
支
部
で
の
多
彩
な

活
動
の
紹
介
、「
病
院
、
勤
務

医
の
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
る
企
画

を
開
催
」
と
い
っ
た
会
員
拡
大

へ
の
取
り
組
み
紹
介
な
ど
、
14

人
か
ら
発
言
が
あ
っ
た
。

特
別
講
演

患
者
負
担
増
は
社
会
も

財
政
も
危
機
に
陥
れ
る

　

特
別
講
演
で
は
高
端
正
幸
埼

玉
大
学
准
教
授
が
、
政
府
の
進

め
る
患
者
負
担
増
計
画
は
社
会

と
財
政
を
共
に
危
機
に
陥
れ
る

愚
策
に
他
な
ら
な
い
と
批
判
し

た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
中
間

層
に
対
し
所
得
な
ど
が
多
い
こ

と
を
理
由
に
、
窓
口
負
担
を
増

や
せ
ば
、
負
担
の
少
な
い
低
所

得
層
に
対
す
る
ね
た
み
を
生
む

と
し
、
結
果
と
し
て
中
間
層
が

税
・
保
険
料
負
担
に
抵
抗
し
財

源
が
得
ら
れ
な
く
な
る
と
指

摘
。
所
得
制
限
の
撤
廃
な
ど
、

す
べ
て
の
人
が
給
付
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
社
会
保
障
を
充
実
さ

せ
、
全
国
民
に
受
益
感
を
与
え

れ
ば
、
租
税
負
担
へ
の
合
意
を

得
や
す
く
な
り
、
財
源
確
保
も

で
き
る
と
し
た
。

　

第
39
回
共
済
制
度
委
員
会
で

は
、
共
済
事
業
報
告
お
よ
び
事

業
計
画
案
が
報
告
さ
れ
、
特
別

報
告
で
は
三
井
生
命
保
険
株
式

会
社
執
行
役
員
で
運
用
統
括
部

長
の
松
多
洋
一
郎
氏
が
、「
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
と
三
井
生
命
の
運

用
戦
略
」
を
テ
ー
マ
に
報
告
を

行
っ
た
。
臨
時
決
算
総
会
で

は
、
15
年
度
決
算
・
監
査
報
告

が
採
択
さ
れ
た
。

　

協
会
・
保
団
連
は
11
月
17
日
、
中
央
要
請
行
動
を
実
施
。
兵

庫
協
会
か
ら
川
西
敏
雄
副
理
事
長
、
鈴
田
明
彦
理
事
が
参
加
し

た
。
政
府
が
計
画
す
る
「
か
か
り
つ
け
医
」
以
外
を
受
診
し
た

場
合
の
定
額
負
担
を
導
入
し
な
い
こ
と
な
ど
を
求
め
る
「
医
療

改
悪
の
撤
回
を
求
め
る
ド
ク
タ
ー
署
名
」
を
、
厚
生
労
働
省
や

兵
庫
県
選
出
の
国
会
議
員
に
提
出
し
、
懇
談
を
行
っ
た
。
翌
18

日
に
、
社
会
保
障
審
議
会
医
療
保
険
部
会
は
、「
か
か
り
つ
け

医
」
以
外
の
受
診
時
定
額
負
担
の
見
送
り
を
決
定
。
協
会
・
保

団
連
の
運
動
が
実
っ
た
。
協
会
・
保
団
連
は
引
き
続
き
患
者
負

担
増
計
画
に
反
対
し
て
い
く
。

　

協
会
役
員
は
厚
労
省
や
国
会

議
員
に
対
し
、「
登
録
医
制

度
」
へ
の
懸
念
や
、
漢
方
薬
な

ど
の
保
険
外
し
、
70
歳
以
上
の

高
齢
者
に
係
る
高
額
療
養
費
の

見
直
し
な
ど
に
反
対
す
る
会
員

の
声
を
紹
介
。
医
療
費
削
減
を

目
的
と
し
た
「
登
録
医
制
度
」

な
ど
、
患
者
負
担
増
計
画
を
進

め
な
い
よ
う
要
請
し
た
。

　

厚
労
省
は
「
省
と
し
て
ど
の

よ
う
な
負
担
増
を
実
施
す
る
か

は
ま
だ
考
え
て
お
ら
ず
、
厚
労

省
社
会
保
障
審
議
会
医
療
保
険

部
会
で
の
議
論
を
見
守
る
」
と

し
つ
つ
も
、「
持
続
可
能
な
保

険
財
政
の
た
め
、
低
所
得
者
に

十
分
配
慮
し
つ
つ
、
あ
る
べ
き

患
者
負
担
の
形
を
検
討
し
て
い

く
」「
現
場
の
先
生
の
意
見
を

十
分
配
慮
す
る
」
と
回
答
し

た
。井

坂
・
堀
内
・
山
下

各
国
会
議
員
へ
要
請

　

井
坂
信
彦
（
民
進
）・
堀
内

照
文
（
共
産
・
比
例
近
畿
）
両

衆
議
院
議
員
、
山
下
芳
生
参
議

院
議
員
（
共
産
）
が
面
談
に
応

じ
た
。

　

井
坂
議
員
は
、「
先
生
方
の

切
実
な
声
を
国
会
に
届
け
て
い

く
」
と
し
た
上
で
、
財
務
省
が

提
案
す
る
「
登
録
医
制
度
」
に

関
し
、「
協
会
は
『
か
か
り
つ

け
医
』
に
賛
成
な
の
か
、
反
対

な
の
か
」
と
尋
ね
た
。
こ
れ
に

対
し
、
協
会
は
医
療
費
抑
制
の

た
め
に
患
者
の
フ
リ
ー
ア
ク
セ

ス
を
妨
げ
る
制
度
の
導
入
に
は

反
対
で
あ
る
と
し
て
、
多
く
の

医
師
は
、
す
で
に
地
域
で
信
頼

で
き
る
「
か
か
り
つ
け
医
」
と

し
て
日
々
診
療
を
行
っ
て
い
る

と
説
明
し
た
。

　

堀
内
議
員
は
、
厚
労
省
が
国

民
衛
生
向
上
の
立
場
で
は
な

く
、
財
務
省
と
同
じ
く
社
会
保

障
給
付
削
減
の
立
場
に
立
っ
て

い
て
看
過
で
き
な
い
と
意
見
表

明
。
厚
生
労
働
委
員
と
し
て
社

会
保
障
の
充
実
を
求
め
全
力
で

奮
闘
す
る
と
し
た
。

　

山
下
議
員
は
、
患
者
負
担
増

で
医
療
費
を
無
理
や
り
抑
え
込

む
こ
と
は
や
め
る
べ
き
だ
と
指

摘
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
に
は
国
会
議
員

会
館
前
で
「
医
療
者
に
よ
る
Ｔ

Ｐ
Ｐ
反
対
グ
ロ
ー
バ
ル
ア
ク
シ

ョ
ン
」
が
開
催
さ
れ
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

批
准
反
対
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

ド
ク
タ
ー
署
名
９
０
０
筆
超
で

11・17　　　
中央要請行動

日　時　12月10日（土）17時～
会　場　協会５階会議室
講　師　 アジア太平洋資料センター

（PARC）
 共同代表　内田　聖子氏

お申し込み・お問い合わせは、
　　　　　☎078－393－1805まで

共済の今日と未来を考える兵庫懇話会
－結成９周年第10回総会講演会－

－各国の批准状況と日本の〈現在〉－－各国の批准状況と日本の〈現在〉－

TPP協定と私たちの暮らしTPP協定と私たちの暮らし

「日本の医師数は「日本の医師数は
　多いの？ 少ないの？」　多いの？ 少ないの？」
「日本の医師数は「日本の医師数は
　多いの？ 少ないの？」　多いの？ 少ないの？」

井坂（①右）・堀内（②右）・
山下（③左）各国会議員に要
請する川西副理事長（②左）、
鈴田理事（①左）　　　　　

●②

●①

●③



(昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞２０１６年(平成２８年)１２月５日(毎月３回５・15・25日発行) 第１８３２号 （２）

　

協
会
な
ど
で
つ
く
る
「
保
険

で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
を
」
兵

庫
連
絡
会
（
代
表
世
話
人
・
吉

岡
正
雄
協
会
副
理
事
長
）
は
11

月
23
日
、
県
農
業
会
館
で
、
市

民
講
座
を
開
催
。「
香
山
リ
カ

が
語
る　

コ
コ
ロ
と
カ
ラ
ダ
の

万
華
鏡
」
と
題
し
、
テ
レ
ビ
で

お
な
じ
み
の
精
神
科
医
・
香
山

リ
カ
氏
が
講
演
し
、
市
民
・
医

　

協
会
は
10
月
27
日
、
協
会
会

議
室
で
第
８
回
保
険
診
療
法
制

研
究
会
を
開
催
し
、
西
山
裕
康

理
事
長
と
弁
護
士
６
人
が
参

加
。
白
子
雅
人
弁
護
士
が
、
近

畿
厚
生
局
兵
庫
事
務
所
に
情
報

開
示
請
求
し
た
過
去
６
年
分
の

指
導
実
施
結
果
の
内
容
紹
介
と

経
年
の
数
字
に
つ
い
て
の
分
析

を
中
心
に
報
告
し
、
議
論
し

た
。
白
子
弁
護
士
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
報
告
を
紹
介
す
る
。

　　

毎
年
12
月
初
旬
に
、
前
年
度

の
「
保
険
医
療
機
関
等
の
指
導

・
監
査
等
の
実
施
状
況
」
に
つ

い
て
と
す
る
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス

が
公
表
さ
れ
る
。

　

こ
こ
で
は
、
①
指
導
・
監
査

等
の
実
施
件
数
（
個
別
、
新

規
、
適
時
調
査
、
監
査
）、
②

保
険
医
・
保
険
医
療
機
関
取
消

の
件
数
、
③
特
徴
、
④
返
還
金

額
な
ど
の
全
国
に
お
け
る
概
要

が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

兵
庫
県
に
お
け
る
指
導
・
監

査
等
の
実
情
を
把
握
す
る
目
的

で
、
近
畿
厚
生
局
兵
庫
事
務
所

に
対
し
て
２
０
１
０
年
度
以
降

の
資
料
に
つ
き
行
政
文
書
開
示

請
求
を
行
い
、
各
年
度
の
「
様

式
４
：
集
団
指
導
実
施
状
況
」

「
様
式
５
：
集
団
的
個
別
指
導

実
施
状
況
」「
様
式
６
：
個
別

指
導
実
施
状
況
」「
様
式
７
：

新
規
個
別
指
導
実
施
状
況
」
の

開
示
を
得
た
。

　

お
そ
ら
く
こ
れ
ら
の
様
式

は
、
厚
生
労
働
省
が
、
各
厚
生

局
、
各
都
道
府
県
事
務
所
に
作

成
と
提
出
を
求
め
て
作
成
し
て

い
る
も
の
で
あ
り
、
２
０
１
１

年
度
に
様
式
の
変
更
が
あ
っ
て

以
降
は
、
基
本
的
に
は
同
一
の

も
の
の
、
実
施
件
数
は
、
医
科

で
は
２
０
１
０
年
度
以
降
行
わ

れ
て
い
な
い
な
ど
一
定
の
傾
向

（
当
局
の
意
図
）
が
垣
間
見
え

る
。

　

次
回
の
12
月
15
日
に
は
、
こ

れ
ま
で
の
検
討
の
内
容
を
「
兵

庫
に
お
け
る
提
言
」（
仮
）
に

ま
と
め
る
段
階
に
入
る
予
定
で

あ
る
。

【
あ
い
お
い
法
律
事
務
所

 

弁
護
士　

白
子　

雅
人
】

指
標
で
管
理
し
て
い
る
も
の
で

あ
っ
て
、
厚
労
省
や
そ
の
下
部

組
織
が
何
を
重
視
し
て
指
導
・

監
査
等
を
行
っ
て
い
る
の
か
等

を
理
解
す
る
手
が
か
り
に
な
る

も
の
で
あ
る
。

　

個
別
に
面
接
方
式
で
行
わ
れ

る
「
個
別
指
導
」
に
つ
い
て

は
、
２
０
１
４
年
度
以

降
増
加
傾
向
に
あ
る
。

そ
の
端
緒
は
、
①
情
報

提
供
、
②
再
指
導
、
③

高
点
数
、
④
そ
の
他
に

区
分
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
、
①
情
報
提
供
の
場

合
は
、
選
定
さ
れ
た
医

療
機
関
や
医
師
に
つ
い

て
は
、
ほ
ぼ
全
件
行
わ

れ
て
い
る
（
翌
年
度
へ

の
積
み
残
し
も
含
め

て
）。
こ
れ
に
対
し
て

③
高
得
点
を
理
由
と
す

る
場
合
は
、
選
定
件
数

は
多
い
（
医
科
で
毎
年

１
２
０
〜
１
３
０
件
）

る
に
は
制
度
を
改
善
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
、
社
会
保
障
制

度
改
善
を
求
め
る
運
動
の
大
切

さ
を
語
っ
た
。

　

米
国
大
統
領
選
で
ド
ナ
ル
ド

・
ト
ラ
ン
プ
氏
が
勝
利
し
た
こ

と
に
ふ
れ
、
ト
ラ
ン
プ
氏
が
医

療
保
険
制
度
改
革
（
オ
バ
マ
ケ

ア
）
を
見
直
せ
ば
、
た
だ
で
さ

え
医
療
格
差
が
大
き
い
米
国

で
、
医
療
に
か
か
れ
な
い
低
所

得
者
が
よ
り
増
え
る
可
能
性
が

高
い
と
述
べ
た
。
日
本
で
も
、

政
府
が
患
者
負
担
増
を
進
め
れ

ば
、
米
国
の
よ
う
に
な
っ
て
し

ま
う
恐
れ
が
あ
る
と
し
、
自
己

責
任
で
は
な
い
、
共
生
の
社
会

で
あ
る
べ
き
だ
と
強
調
し
た
。

　

ま
た
、
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
で
精

神
科
の
医
師
が
障
害
者
を
虐
殺

し
た
よ
う
に
、
一
度
倫
理
観
が

破
壊
さ
れ
る
と
歯
止
め
が
き
か

な
く
な
る
が
、
戦
争
は
倫
理
観

を
破
壊
し
て
し
ま
う
と
語
り
、

安
保
関
連
法
が
成
立
し
、
日
本

学
術
会
議
が
軍
事
研
究
を
容
認

し
よ
う
と
す
る
な
ど
、
戦
争
が

で
き
る
国
に
近
づ
い
て
い
る
現

在
の
日
本
の
状
況
に
懸
念
を
示

し
た
。

　

そ
し
て
、「
平
和
を
大
切
に

す
る
」
な
ど
当
た
り
前
の
こ
と

が
言
い
に
く
い
世
の
中
に
な
っ

て
い
る
が
、
自
分
の
頭
で
考

え
、
自
分
が
正
し
い
と
思
う
こ

と
を
正
し
い
と
言
え
る
社
会
に

す
る
た
め
、
声
を
上
げ
、
署
名

運
動
な
ど
に
も
積
極
的
に
協
力

し
て
い
こ
う
と
訴
え
た
。

　

同
連
絡
会
世
話
人
の
冨
澤
洪

基
先
生
（
協
会
評
議
員
）
が
ミ

ニ
講
演
を
行
い
、
口
腔
ケ
ア
の

重
要
性
や
歯
と
全
身
の
健
康
と

の
密
接
な
関
係
な
ど
に
つ
い
て

説
明
し
た
。

　

終
了
後
に
は
、
歯
の
健
康
相

談
を
実
施
し
、
９
件
の
相
談
が

あ
っ
た
。
井
坂
信
彦
衆
議
院
議

員
（
民
進
）
か
ら
、
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
寄
せ
ら
れ
た
。

療
関
係
者
ら
２

２
３
人
が
参
加

し
た
。

　

香
山
氏
は
、

自
身
の
臨
床
経

験
か
ら
、
介
護

保
険
を
軽
度
者

が
利
用
で
き
な

く
な
っ
た
こ
と

で
介
護
う
つ
の

患
者
が
増
え
て

い
る
と
紹
介
。

こ
の
う
つ
の
原

因
は
介
護
保
険

制
度
の
改
悪
で

あ
り
、
治
療
す

憲法県政の会

社会保障制度をよくして
　　　心も体も健康に

声を上げる大切さを訴えた香山リカ氏（右）の
話に、200人超が聞き入った

厚生局に開示請求した資料から、　　 　
指導、監査の実情把握と分析等を行った

「ミシガン」をバックに班で記念撮影

「生活をささえる県政」に変えたいと
決意表明する津川氏（中央）

講演後には協会役員らが歯の
健康相談に応じた　　　　　

知事選挙に　　　
　　津川氏を擁立

遊
覧
船「
ミ
シ
ガ
ン
」で

 

ゆ
っ
た
り
ク
ル
ー
ズ
♪

第第
3030
回
神
戸
ひ
ま
わ
り
号

回
神
戸
ひ
ま
わ
り
号
inin
琵
琶
湖

琵
琶
湖

◇
所
在
地　

西
宮
市
樋
之

池
町　

阪
急
苦
楽
園
駅
徒

歩
13
分　

関
西
ス
ー
パ
ー

近
隣

　

１
階
部
分
テ
ナ
ン
ト
16

坪　

チ
ェ
ア
２
台
、
Ｐ

Ｘ
、
デ
ン
タ
ル
そ
の
他
諸

設
備
機
材

２
０
１
７
年
３
月
譲
渡

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、

☎
０
７
９
８
―
71
―
６
０

１
０
小
林
ま
で

◇
出
席　

20
人

◇
情
勢　

財
務
省
は
生
活
保
護

の
頻
回
受
診
者
に
対
し
て
、
一

定
の
自
己
負
担
や
受
診
回
数
制

限
、
先
発
医
薬
品
使
用
時
の
自

己
負
担
導
入
を
提
言
し
た
。

◇
医
療
活
動
報
告　

①
精
神
保

健
指
定
医
の
資
格
取
り
消
し
問

題
、
②
２
０
１
６
年
度
医
師
臨

床
研
修
マ
ッ
チ
ン
グ
結
果
で

は
、
大
都
市
圏
を
除
く
道
県
に

内
定
し
た
者
の
割
合
が
過
去
最

大
と
な
っ
た
こ
と
等
が
報
告
さ

れ
た
。

◇
歯
科
部
会　

保
団
連
歯
科
全

国
交
流
集
会
（
10
／
30
）
が
行

わ
れ
、「
か
か
り
つ
け
歯
科
医

機
能
強
化
型
歯
科
診
療
所
の
評

価
・
対
応
」「
補
綴
を
守
り
、

技
工
技
術
料
を
引
き
上
げ
る
運

動
の
今
後
」
を
テ
ー
マ
に
全
国

か
ら
活
発
に
意
見
交
換
さ
れ
た

こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
日
常
診
療
経
験
交
流
会　

２

０
８
人
が
参
加
し
、
29
の
演
題

発
表
が
行
わ
れ
、
演
題
も
充
実

し
て
い
た
こ
と
が
報
告
さ
れ

た
。

◇
政
策
部　

署
名
取
り
扱
い
の

考
え
方
に
つ
い
て
、
重
複
署
名

の
点
検
な
ど
過
度
な
「
精
度
管

理
」
は
、
署
名
運
動
を
萎
縮
さ

せ
る
の
で
行
わ
な
い
が
、
無
効

な
署
名
と
な
ら
な
い
よ
う
会
員

に
啓
発
を
行
っ
て
い
く
、
と
い

う
方
針
が
承
認
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
県
の
「
地
域
医
療
構

想
」
へ
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
10
件
の
う
ち
、
４
件
に
対
し

「
意
見
を
反
映
す
る
」「
意
見

を
受
け
修
正
す
る
」、
１
件
に

対
し
「
今
後
の
課
題
」
と
さ
れ

る
な
ど
、
協
会
の
意
見
が
一
部

反
映
さ
れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ

た
。

（
11
月
12
日　

理
事
会
よ
り
）

づ
く
り
の
原
点
と
考
え
、
１
９

８
４
年
か
ら
協
会
や
障
害
者
団

体
な
ど
を
中
心
に
実
行
委
員
会

を
つ
く
り
、
運
行
を
続
け
て
い

る
。

渡
り
、「
ミ
シ
ガ
ン
」
で
は
琵

琶
湖
の
景
色
や
、
船
内
で
の
ラ

イ
ブ
な
ど
を
楽
し
ん
だ
。

　

「
神
戸
ひ
ま
わ
り
号
」
は
、

障
害
者
に
外
出
す
る
楽
し
さ
を

知
り
、
自
信
を
も
っ
て
も
ら
お

う
と
、
障
害
者
と
そ
の
家
族
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加
す
る
貸

切
列
車
で
の
日
帰
り
旅
行
。
障

害
者
自
身
が
日
常
的
に
ま
ち
へ

出
て
地
域
の
人
た
ち
と
ふ
れ
あ

う
こ
と
に
よ
り
、
社
会
の
障
害

者
へ
の
関
心
を
高
め
る
こ
と

が
、
だ
れ
も
が
す
み
よ
い
ま
ち

　

協
会
が
実
行
委
員
会
に
参
加

す
る
障
害
者
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ

ト
レ
イ
ン
「
神
戸
ひ
ま
わ
り

号
」
が
11
月
13
日
、
滋
賀
県
大

津
市
に
向
け
て
運
行
さ
れ
た
。

　

現
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
含
め

２
０
０
人
が
参
加
し
、
協
会
か

ら
は
大
西
和
雄
評
議
員
（
実
行

高
等
学
校
で
社
会
科
教
諭
を
28

年
つ
と
め
、
兵
庫
県
高
等
学
校

教
職
員
組
合
中
央
執
行
委
員

長
、
兵
庫
県
労
働
組
合
総
連
合

議
長
な
ど
を
歴
任
し
、
現
在
は

原
発
を
な
く
し
自
然
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
推
進
す
る
兵
庫
の
会
・
共

同
代
表
な
ど
を
務
め
て
い
る
。

　

記
者
会
見
で
津
川
氏
は
、
前

回
知
事
選
挙
で
同
会
が
か
か
げ

た
「
人
間
に
や
さ
し
い
県
政
へ

の
転
換
を
」
を
継
承
し
、
平
和

事
選
挙
に
、
同
会
代
表
幹
事
の

津
川
知
久
氏
（
66
）
を
擁
立
す

る
こ
と
を
発
表
し
た
。

　

津
川
氏
は
洲
本
市
生
ま
れ

で
、
名
古
屋
大
学
法
学
部
卒
。

　

協
会
も
加
盟
す
る
「
憲
法
が

輝
く
兵
庫
県
政
を
つ
く
る
会
」

は
11
月
24
日
、
来
年
７
月
の
任

期
満
了
に
と
も
な
う
兵
庫
県
知

に
こ
だ
わ
る
県
政
、
生
活

を
支
え
る
県
政
、
原
発
を

な
く
す
県
政
の
三
つ
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
県
政
を
変

え
る
力
を
大
き
く
し
て
い

き
た
い
と
決
意
表
明
し

た
。

　

こ
の
擁
立
を
受
け
、
協

会
で
は
今
後
、
知
事
選
に

対
す
る
要
求
の
と
り
ま
と

め
や
候
補
者
の
推
薦
な
ど

に
つ
い
て
検
討
す
る
方

針
。 委

員
長
）
が
参
加
。
協

会
が
呼
び
か
け
た
募
金

に
は
17
医
療
機
関
か
ら

11
万
５
千
円
が
寄
せ
ら

れ
た
。

　

早
朝
に
明
石
駅
・
神

戸
駅
を
出
発
。
大
津
市

で
は
、
班
ご
と
に
わ
か

れ
て
、
現
地
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
案
内
も
受
け
な

が
ら
、
琵
琶
湖
の
遊
覧

船
「
ミ
シ
ガ
ン
」
へ
乗

船
し
た
ほ
か
、
市
内
を

散
策
し
た
。
数
年
ぶ
り

に
一
日
を
通
し
て
晴
れ

会
員
訃
報

ご
冥
福
を
お
祈
り

 

申
し
上
げ
ま
す

松
本　

敬
明
先
生

洲
本
市 

産
科
・
婦
人
科

11
月
18
日 

享
年
95
歳

歯
科
診
療
所

・
機
材
譲
渡

「保険でより良い歯科医療を」兵庫連絡会　市民講座「保険でより良い歯科医療を」兵庫連絡会　市民講座

14
年
度
以
降

増
加
傾
向
の
個
別
指
導

報　告 保
険
診
療
法
制
研
究
会
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歯
科
部
会
は
11
月
３
日
、
歯

科
会
員
懇
談
会
「
歯
科
に
お
け

る
『
個
別
指
導
』
の
現
状
と
対

策
」
を
、
協
会
会
議
室
で
開
催

し
、
83
人
が
参
加
し
た
。

　

協
会
で
は
こ
の
１
年
、「
保

険
診
療
法
制
研
究
会
」
と
し
て

10
人
の
弁
護
士
が
指
導
・
監
査

問
題
に
つ
い
て
法
的
な
観
点
か

ら
議
論
を
重
ね
て
き
た
。
今
回

の
懇
談
会
で
は
、
そ
の
メ
ン
バ

ー
の
一
人
で
あ
る
六
甲
法
律
事

　

２
０
１
６
年
１
月
に
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
法
（
行
政
手
続
き
に
お

け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る

た
め
の
番
号
の
利
用
に
関
す
る

法
律
）
の
運
用
が
は
じ
ま
っ
て

以
降
、
最
初
の
年
末
調
整
を
む

か
え
ま
す
。

　

「
平
成
29
年
分
給
与
所
得
者

の
扶
養
控
除
等
申
告
書
」
に
は

給
与
所
得
者
（
職
員
）
お
よ
び

控
除
対
象
配
偶
者
・
扶
養
親
族

の
個
人
番
号
（
以
下
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
）
を
記
入
す
る
欄
が
設
け

ら
れ
て
お
り
、
事
業
者
で
あ
る

各
医
療
機
関
は
、
否
応
な
く
対

応
を
迫
ら
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
回
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
ど
う
扱
う
べ
き
か
、
法

令
や
こ
の
間
明
ら
か
に
な
っ
た

国
税
庁
の
見
解
等
を
参
考
に
、

　

ま
ず
第
一
に
、
事
業
者
で
あ

る
医
療
機
関
は
、
職
員
の
個
人

番
号
を
収
集
し
、
税
務
署
や
市

区
町
村
に
提
出
す
る
書
類
に
記

載
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
そ
の
た
め
に
、
職
員
に
個

人
番
号
の
提
出
を
呼
び
か
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
仮
に
提

出
を
し
な
い
職
員
が
い
た
場
合

も
、
事
業
者
が
何
ら
か
の
責
任

を
負
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

し
、
罰
則
も
あ
り
ま
せ
ん
。
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
法
に
お
い
て
、
事

業
者
の
番
号
収
集
は
あ
く
ま
で

も
「
努
力
規
定
」
と
な
っ
て
い

る
か
ら
で
す
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

法
６
条
）。

　

し
か
し
な
が
ら
、
同
時
に

「
努
力
規
定
」
で
あ
る
以
上
、

提
出
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
職
員

に
つ
い
て
、
そ
の
経
過
・
理
由

等
は
、
可
能
な
範
囲
で
記
録
、

保
存
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
点
は
国
税
庁
の
見
解

見
て
い
き
ま
す
。

で
「
従
業
員
や
講
演
料
等
の
支

払
先
等
か
ら
個
人
番
号
の
提
供

を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
、
提
供

を
求
め
た
経
過
等
を
記
録
、
保

存
す
る
な
ど
し
て
単
な
る
義
務

違
反
で
な
い
こ
と
を
明
確
に
し

て
お
く
」（
国
税
庁
「
社
会
保

　

税
務
署
に
提
出
す
る
「
源
泉

徴
収
票
」、
市
区
町
村
に
提
出

す
る
「
給
与
支
払
報
告
書
」
に

は
、
事
業
者
が
職
員
か
ら
預
か

っ
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
記
載
す

る
欄
が
あ
り
ま
す
が
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
記
載
が
な
い
場
合
で

も
、
提
出
に
際
し
て
税
務
署
や

市
区
町
村
が
受
け
取
り
を
拒
む

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
罰
則

も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

国
税
庁
の
公
式
見
解
で
も

「
申
告
書
等
に
個
人
番
号
・
法

人
番
号
を
記
載
し
て
い
な
い
場

合
で
も
、
税
務
署
が
書
類
を
受

理
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
な

い
」（
同
『
番
号
制
度
の
概
要

に
関
す
る
Ｆ
Ａ
Ｑ
』
Ｑ
２
―
３

―
２
）「
申
告
書
等
を
税
務
署

等
に
提
出
す
る
際
、
個
人
番
号

・
法
人
番
号
の
記
載
が
な
い
場

合
や
誤
り
が
あ
っ
た
場
合
の
罰

則
規
定
は
税
法
上
設
け
ら
れ
て

い
な
い
」（『
同
Ｆ
Ａ
Ｑ
』
Ｑ
２

―
３
―
３
）
と
、
こ
の
点
は
明

確
に
な
っ
て
い
ま
す
。
提
出
に

際
し
て
参
考
に
し
て
く
だ
さ

い
。

障
・
税
番
号
制
度
〈
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
〉
Ｆ
Ａ
Ｑ
『
源
泉
所
得
税

関
係
に
関
す
る
Ｆ
Ａ
Ｑ
』
Ｑ
１

―
13
」）
と
さ
れ
て
お
り
ま
す

の
で
「
提
供
を
求
め
る
努
力
を

果
た
し
て
い
る
」
こ
と
を
記
録

に
残
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法

で
は
個
人
に
対
し
て
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
提
供
を
義
務
づ
け
る
規

定
は
な
く
、
提
出
す
る
か
ど
う

か
は
、
あ
く
ま
で
も
任
意
で
、

個
人
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
て
い

　

職
員
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
収

集
し
た
場
合
、
番
号
取
り
扱
い

に
つ
い
て
「
基
本
方
針
の
策

定
」「
取
扱
規
程
の
策
定
」
な

ど
充
分
な
安
全
管
理
措
置
を
講

じ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
仮
に

個
人
番
号
が
漏
洩
し
た
場
合
に

は
罰
則
規
定
が
設
け
ら
れ
て
お

り
、
こ
の
点
に
つ
い
て
事
業
者

は
大
き
な
事
務
負
担
と
リ
ス
ク

を
抱
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
事
業
者
が

職
員
か
ら
個
人
番
号
の
提
供
を

受
け
な
い
こ
と
に
対
す
る
罰
則

規
定
や
不
利
益
は
な
い
一
方

で
、
逆
に
提
供
を
受
け
た
場
合

リ
ス
ク
と
責
任
が
発
生
す
る
仕

組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
点
に
十
分
ご
留
意
の
上
、

各
医
療
機
関
で
は
適
切
な
対
応

方
針
を
判
断
い
た
だ
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
や
ご
意
見
等
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
、
協
会
税
務
経

営
部
（
☎
078
―
393
―
１
８
１

７
）
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

ま
す
。

　

そ
う
し
た
こ
と
か
ら
も
、
逆

に
事
業
者
で
あ
る
医
療
機
関
は

職
員
に
個
人
番
号
の
提
供
を
強

制
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

務
所
の
松
田
昌
明
弁
護
士
が

「『
個
別
指
導
』
の
法
的
根
拠

と
問
題
点
」
を
テ
ー
マ
に
講
演

し
た
。
ま
た
、
川
村
雅
之
副
理

事
長
が
「
模
擬
指
導
Ｄ
Ｖ
Ｄ
」

上
映
を
交
え
て
、
兵
庫
県
に
お

け
る
指
導
の
現
状
に
つ
い
て
話

題
提
供
し
た
。

　

松
田
弁
護
士
は
、
健
康
保
険

法
73
条
等
で
保
険
医
に
は
指
導

切
丁
寧
に
行
う
」
と
さ
れ
て
お

り
、
指
導
は
あ
く
ま
で
教
育
的

な
も
の
で
あ
る
と
強
調
し
た
。

　

ま
た
、
個
別
指
導
は
行
政
指

導
で
あ
り
、
行
政
手
続
法
32
条

の
通
り
「
あ
く
ま
で
相
手
方
の

任
意
の
協
力
に
よ
っ
て
の
み
実

現
さ
れ
る
も
の
」
で
、
不
正
を

取
り
締
ま
る
監
査
と
は
担
当
機

関
自
体
を
別
個
に
し
て
監
査
移

行
へ
の
心
理
不
安
を
軽
減
し
、

二
重
の
チ
ェ
ッ
ク
に
よ
る
公
正

な
判
断
を
担
保
す
べ
き
と
し

た
。

　

川
村
副
理
事
長
は
、
落
ち
着

い
て
指
導
を
受
け
る
た
め
に
も

厚
生
労
働
省
も
認
め
て
い
る

「
弁
護
士
帯
同
」
と
「
録
音
」

は
す
べ
き
と
強
調
。
近
畿
厚
生

局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ

た
個
別
指
導
で
の
主
な
指
摘
事

項
に
つ
い
て
、
て
い
ね
い
な
説

明
も
あ
り
、
会
場
で
は
真
剣
に

メ
モ
を
と
る
姿
も
み
ら
れ
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
も
41
人

か
ら
集
ま
り
、「
弁
護
士
帯

同
、
録
音
の
提
案
は
良
か
っ

た
」「
模
擬
指
導
の
ビ
デ
オ
は

分
か
り
や
す
く
イ
メ
ー
ジ
で
き

た
」「
非
常
に
勉
強
に
な
っ

た
。
カ
ル
テ
記
載
な
ど
気
を
つ

け
た
い
」「
こ
の
よ
う
な
内
容

は
な
か
な
か
聞
く
機
会
が
な
い

の
で
、
今
後
も
指
導
対
策
、
医

院
経
営
対
策
な
ど
の
講
演
を
」

な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

を
受
け
る
義
務

が
あ
る
こ
と
を

前
置
き
し
、
指

導
大
綱
・
監
査

要
綱
は
法
律
で

な
く
行
政
内
部

の
指
針
で
あ
る

こ
と
、
指
導
大

綱
で
も
「
保
険

診
療
の
取
扱

い
、
診
療
報
酬

の
請
求
等
に
関

す
る
事
項
に
つ

い
て
周
知
徹
底

さ
せ
る
こ
と
を

主
眼
と
し
、
懇

個別指導の法的根拠について　
松田弁護士（左上）が講演した

年
末
調
整
等
書
類

職
員
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

 

収
集
に
あ
た
っ
て
の
留
意
点

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
未
記
載
で
も
税
務
署
・

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
未
記
載
で
も
税
務
署
・

市
区
町
村
は
書
類
を
受
け
取
り
ま
す

市
区
町
村
は
書
類
を
受
け
取
り
ま
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
収
集
し
た
場
合

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
収
集
し
た
場
合

取
り
扱
い
に
は
重
々
注
意
を

取
り
扱
い
に
は
重
々
注
意
を

個
人
に
番
号
提
供
の
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん

個
人
に
番
号
提
供
の
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん

個別指導の際には
弁護士帯同と録音を

歯科会員懇談会

※ これまでお送りしている先生には、引き続き送付させていた
だきますので、ご連絡は不要です。

　協会では、『会費・保険料等入金済のお知らせ』（下のカコミ参照）を、
ご希望の先生にお送りしています。発送は１月下旬頃の予定です。
　ご入用の先生は、共済部（☎0 7 8－3 9 3－1 8 0 5／FAX07 8－3 9 3－
1802）までご一報ください。

振替種別 銀行名 支店名 預金種目 口座番号
1 基金
2 郵便振込
3 銀行 3
4 銀行 4
5 銀行 5
6 銀行 6
7 その他
8 郵便振替

見 本見 本
※下表は一旦収納した金額を表示しており、収納後に解約
　等により返金した金額も含んでおりますのでご了承くだ
　さい。また、『金額／種別』は、それぞれ振替金額、振
　替種別を表しています。また、同一枠内の上段は当月振
　替・下段は前月までの未収分の振替等を表しています。
※下表と右記の取扱金融機関は作成日時点のご指定金融機
　関となっています。
※「控除証明書」は毎年11月頃に保険会社から送付されます。

会費・保険料等入金済のお知らせ
2016年01月～2016年12月までに、下表の入金いただきま
したのでお知らせいたします。

2016/01
金額/種別

2016/02
金額/種別

2016/03
金額/種別

2016/04
金額/種別

2016/05
金額/種別

2016/06
金額/種別

2016/07
金額/種別

2016/08
金額/種別

2016/09
金額/種別

2016/10
金額/種別

2016/11
金額/種別

2016/12
金額/種別 計

会費 3,000 1 3,000 1 3,000 1 3,000 1 3,000 1 3,000 1 3,000 1 3,000 1 3,000 1 3,000 1 3,000 1 3,000 1 36,000

年金 20,000 1 20,000 1 20,000 1 20,000 1 20,000 1 20,000 1 20,000 1 20,000 1 20,000 1 20,000 1 20,000 1 20,000 1 240,000

年金 10,000 1 10,000 1 10,000 1 10,000 1 10,000 1 10,000 1 10,000 1 10,000 1 10,000 1 10,000 1 10,000 1 10,000 1 120,000
休業保
障　　 9,000 1 9,000 1 9,000 1 9,000 1 9,000 1 9,000 1 9,000 1 9,000 1 9,000 1 9,000 1 9,000 1 9,000 1 108,000
グルー
プ保険 13,500 1 13,500 1 13,500 1 13,500 1 13,500 1 13,500 1 13,500 1 13,500 1 13,500 1 13,500 1 13,500 1 13,500 1 162,000

合計 55,500 55,500 55,500 55,500 55,500 55,500 55,500 55,500 55,500 55,500 55,500 55,500 666,000

『会費・保険料等入金済のお知らせ』　　　　　 　
ご入用の先生は協会へお知らせください

会員本人加入66歳～70歳の方
最高保障額を3000万円に
引き上げます

お問い合わせは、共済部（☎078－393－1805）まで

　協会「グループ保険」にご加入の皆さまのご要望にお応えし、2017年１月１日
から制度改善を行います。

　65歳までの最高保障額は4000万円ですが、66歳か
ら2000万円に減額することになっていました。この
減額幅を圧縮し、最高保障額を3000万円に引き上げ
ます。
※ 1950年７月２日生まれ以降の方が対象となりま
す。制度改善後の保険料は右表をご覧ください。

 保険年齢
保険金額 66～70歳

本　

人

3000万円
男性 46,110円
女性 20,040円

2000万円
男性 30,740円
女性 13,360円

本
人
・

配
偶
者

1000万円
男性 15,370円
女性 6,680円

配 

偶 

者

800万円
男性 12,296円
女性 5,344円

500万円
男性 7,685円
女性 3,340円

事
業
者
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
収
集
は

事
業
者
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
収
集
は

あ
く
ま
で
も
努
力
規
定
で
す

あ
く
ま
で
も
努
力
規
定
で
す

協会「グループ保険」2017年から制度改善します



(昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞

職種越え診療の創意・工夫を交流職種越え診療の創意・工夫を交流

２０１６年(平成２８年)１２月５日(毎月３回５・15・25日発行) 第１８３２号 （４）

各医院の多彩な取り組みに聞き入る参加者

日本BLS協会の方の指導のもと、医師・歯科医師
とスタッフの２会場に分かれ、実践的な心肺蘇生
法を学習　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（右から）八木秀満先生、足立了平先生、森本愛先生
がフレイルについて話題提供した 　　　　　　　　

第25回日常診療経験交流会　参加記

　

「
人
生
を
豊
か
に
す
る
医
療
へ
〜
ま
な
び
、
気
づ
き
、
そ
し

て
踏
み
出
す
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
て
、
10
月
30
日
に
神
戸

市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
第
25
回
日
常
診
療
経
験

交
流
会
の
参
加
記
を
掲
載
す
る
。

　

広
川
恵
一
先
生
の
お
話
で
、

高
血
圧
症
通
院
患
者
１
０
０
名

の
７
年
間
の
分
析
か
ら
、
大
腸

癌
・
肺
癌
・
胃
癌
・
肝
癌
、
心

筋
梗
塞
や
脳
血
管
疾
患
、
呼
吸

不
全
等
の
合
併
疾
患
に
目
を
配

る
姿
勢
が
、
か
か
り
つ
け
医
に

は
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
再
確
認

で
き
ま
し
た
。

　

本
山
坂
井
瑠
実
ク
リ
ニ
ッ
ク

の
坂
井
瑠
実
先
生
の
お
話
で

は
、
日
本
で
は
献
腎
移
植
が
海

外
に
比
べ
少
な
い
と
の
こ
と
で

し
た
。
バ
ー
ジ
ニ
ア
権
利
章
典

に
は
、「
全
て
の
人
は
生
ま
れ

な
が
ら
に
自
由
で
独
立
し
て
奪

う
こ
と
の
で
き
な
い
生
来
の
権

利
を
有
し
て
い
る
」、
そ
れ
は

「
財
産
権
、
幸
福
と
安
全
の
追

　

ま
ず
医
科
か
ら
尼
崎
市
・

八
木
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
八
木
秀

満
先
生
が
、
フ
レ
イ
ル
と
い

う
言
葉
や
、
厚
労
省
が
意
識

的
に
使
い
出
し
た
背
景
等
を

説
明
し
た
。
政
府
の
プ
ラ
ン

は
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
信
頼
性

を
確
立
す
る
に
至
ら
ず
、
低

福
祉
高
負
担
を
強
い
ら
れ
る

現
状
に
あ
る
。
最
近
、
お
参

り
す
れ
ば
ぽ
っ
く
り
往
生
で

き
る
と
い
う
「
ぽ
っ
く
り

寺
」
が
流
行
っ
て
い
る
よ
う

だ
が
、
政
府
に
と
っ
て
も
Ｐ

Ｐ
Ｋ
（
ピ
ン
ピ
ン
コ
ロ
リ
）

は
望
む
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

　

歯
科
か
ら
神
戸
常
盤
大
学

短
期
大
学
部
口
腔
保
健
学
科

教
授
の
足
立
了
平
先
生

が
、
段
階
的
に
進
む
疾

病
モ
デ
ル
と
、
徐
々
に

死
に
至
る
虚
弱
（
フ
レ

イ
ル
）
モ
デ
ル
に
つ
い

て
説
明
。
よ
り
可
逆
的

な
プ
レ
フ
レ
イ
ル
の
状

態
の
一
つ
と
し
て
口
腔

機
能
の
崩
壊
＝
オ
ー
ラ

ル
フ
レ
イ
ル
が
あ
り
、

負
の
サ
イ
ク
ル
に
陥
ら

な
い
た
め
に
は
、
咬
合

回
復
と
身
体
、
精
神
・

心
理
社
会
性
の
維
持
が

必
要
で
あ
る
と
さ
れ

た
。
そ
の
た
め
に
も

「
保
険
で
良
い
歯
科
医

療
を
」
運
動
が
有
意
義
で
あ

る
。

　

薬
科
か
ら
た
ん
ぽ
ぽ
薬
局

仁
川
店
の
森
本
愛
先
生
が
、

フ
レ
イ
ル
予
防
に
薬
科
が
果

た
す
べ
き
役
割
を
述
べ
ら
れ

た
。
経
腸
栄
養
や
漢
方
薬
を

用
い
た
栄
養
状
態
の
改
善
、

お
薬
手
帳
や
か
か
り
つ
け
薬

局
に
よ
る
薬
剤
の
一
元
管
理

に
よ
る
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー

の
解
消
、
剤
形
変
更
や
口
腔

崩
壊
錠
な
ど
服
薬
を
容
易
に

す
る
方
法
も
示
さ
れ
た
。

　

参
加
人
数
は
例
年
よ
り
少

な
い
よ
う
に
感
じ
た
が
、
職

種
を
ま
た
い
で
活
発
な
質
疑

が
行
わ
れ
、
医
歯
薬
連
携
の

名
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
に
な

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

【
伊
丹
市
・
歯
科

 

川
村　

雅
之
】

　

４
月
か
ら
研
修
医
と
し
て

働
き
出
し
て
、
約
半
年
が
経

ち
ま
し
た
。
今
ま
で
心
肺
蘇

生
法
と
い
う
と
、
運
転
免
許

の
教
習
所
と
大
学
の
歯
科
麻

酔
学
の
実
習
で
し
か
や
っ
た

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
も
う
何
年
も
前
の
こ
と

で
、
内
容
を
ほ
と
ん
ど
忘
れ

て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
と
、

昨
年
か
ら
変
更
に
な
っ
た
点

が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
今

回
ま
た
一
か
ら
学
習
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

１
時
間
半
の
講
習
の
中
で

一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ

と
は
、「
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方

を
覚
え
る
の
で
は
な
く
、
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
指
示
に
従
う
」
と
い

う
こ
と
で
す
。
ど
う
し
て
も

「
次
は
あ
れ
を
し
て
こ
れ
を

し
て
…
」
と
考
え
て
し
ま
い

が
ち
で
す
が
、
そ
れ
は
緊
急

事
態
に
お
い
て
正

し
い
心
肺
蘇
生
法

を
誤
り
か
ね
な
い

と
知
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
よ
う
な

研
修
会
に
参
加
で

き
た
こ
と
を
う
れ

し
く
思
い
ま
す
。

ま
た
の
機
会
が
あ

れ
ば
受
講
し
た
い

で
す
。

【
三
田
市
・
大
槻

歯
科
医
院　

歯
科

医
師

 

黒
田　

有
里
】

求
権
、
生
命
と
自
由
を
享
受
す

る
権
利
」
と
あ
り
、
自
由
で
平

等
な
市
民
は
、
助
け
合
え
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

綿
谷
茂
樹
先
生
か
ら
は
Ｘ
線

診
断
に
つ
い
て
、
１
枚
の
写
真

か
ら
骨
折
を
診
断
す
る
難
し

さ
、
す
ば
ら
し
さ
を
知
り
ま
し

た
。
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
を
用
い

た
撮
影
の
工
夫
か
ら
先
生
の
診

断
に
か
け
る
熱
意
を
感
じ
ま
し

た
。

　

野
村
医
院
の
楠
良
寛
氏
の
ご

発
表
か
ら
、
通
院
が
困
難
な
高

齢
者
の
送
迎
業
務
と
い
う
こ
と

の
重
要
性
、
通
院
が
困
難
な
た

め
地
域
で
生
活
を
続
け
る
こ
と

が
で
き
ず
、
施
設
に
入
居
せ
ざ

る
得
な
い
患
者
さ
ん
が
い
る
こ

と
に
気
づ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
経
験
を
、
皆
さ
ま
と

共
に
日
々
の
診
療
に
還
元
し

　

永
本
医
院
・
永
本
浩
先
生
の

「
鼻
出
血
の
応
急
処
置
」
で

は
、
子
ど
も
の
鼻
出
血
は
、
半

坐
位
に
な
り
両
側
の
鼻
翼
を
自

分
の
指
で
つ
ま
ん
で
圧
迫
す
る

と
自
然
に
止
ま
る
こ
と
が
多
い

と
の
こ
と
で
し
た
。
た
だ
し
、

中
高
年
者
の
鼻
出
血
で
は
、
癌

等
の
悪
性
腫
瘍
が
隠
さ
れ
て
い

る
可
能
性
が
あ
る
と
の
こ
と
で

す
。

　

姫
路
第
一
病
院
内
科
・
水
原

哲
生
先
生
の
「
幻
視
の
臨
床
〜

て
、
よ
り
良
い
医
療
が
実
現
さ

れ
ま
す
よ
う
に
！

 

【
垂
水
区　

佐
々
木　

徹
】

自
験
例
を
中
心
に
〜
」
で
は
、

自
験
例
の
幻
視
の
症
例
を
発
表

さ
れ
ま
し
た
。
脳
塞
栓
や
ア
ル

コ
ー
ル
中
毒
、
レ
ビ
ー
小
体
型

認
知
症
な
ど
の
症
例
が
あ
っ

後
、
食
欲
が
回
復
し
た
。

　

高
齢
者
に
は
、
漢
方
薬
な
ら

元
気
が
出
る
人
が
多
い
も
の
だ

な
と
感
心
し
ま
し
た
。

 

【
尼
崎
市　

綿
谷　

茂
樹
】

て
、
一
般
内
科
で
も
基
礎
疾
患

の
有
無
、
薬
物
の
利
用
、
幻
視

の
内
容
な
ど
の
聞
き
取
り
が
大

切
と
思
い
ま
し
た
。

　

山
中
眼
科
・
山
中
忍
先
生
の

「
眼
科
医
が
知
ら
な
い
注
目
す

べ
き
緑
内
障
の
治
療
法
」
に
つ

い
て
、
い
わ
ゆ
る
緑
内
障
は
、

眼
圧
を
下
げ
て
も
視
野
狭
窄
が

　

４
演
題
の
う
ち
３
演
題
は
、

薬
局
以
外
の
場
で
の
薬
剤
師
活

動
報
告
で
し
た
。

　

古
川
太
津
子
薬
剤
師
の
「
Ｔ

ｈ
ｅ　

学
校
薬
剤
師
」
は
、
ム

ー
ビ
ー
に
て
学
校
薬
剤
師
の
活

動
を
分
か
り
や
す
く
紹
介
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

滝
本
桂
子
薬
剤
師
は
地
域
に

密
着
し
た
薬
局
を
継
が
れ
、
困

っ
て
い
る
患
者
さ
ん
の
た
め
に

働
く
の
は
当
た
り
前
と
い
う
思

い
か
ら
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
資

格
を
取
り
、
活
躍
さ
れ
た
10
年

間
の
軌
跡
と
、
思
い
出
深
い
患

者
症
例
を
提
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
浜
悠
薬
剤
師
は
在
宅
で
薬

を
飲
み
す
ぎ
る
患
者
さ
ん
に
対

し
、
患
者
背
景
を
考
慮
し
て
ヘ

ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
連
携

し
、
薬
の
飲
み
す
ぎ
を
防
ぐ
工

夫
を
実
施
で
き
た
症
例
を
報
告

い
た
だ
き
ま
し
た
。
３
演
題
と

　

宮
武
博
明
先
生
の
「
当
施
設

の
看
取
り
の
実
際
」
は
、
協
力

医
療
機
関
に
よ
る
介
護
付
有
料

老
人
ホ
ー
ム
で
の
10
年
６
カ
月

の
死
亡
２
１
２
名
の
分
析
。
病

院
死
亡
の
62
名
で
は
肺
炎
・
心

不
全
の
順
に
多
く
、
館
内
死
亡

の
１
５
０
名
で
は
老
衰
・
が
ん

の
順
で
あ
る
等
。

　

延
澤
昌
代
看
護
師
の
「
外
来

と
在
宅
を
つ
な
ぐ
た
め
に
看
護

師
が
で
き
る
こ
と
」
で
は
、
非

が
ん
患
者
の
看
取
り
も
増
加
。

外
来
か
ら
在
宅
に
移
行
す
る
場

合
、
懸
案
が
多
く
看
護
師
な
ど

多
職
種
の
関
わ
り
が
有
用
。
ビ

タ
ミ
ン
Ｃ
療
法
も
実
施
と
報
告

さ
れ
た
。

　

足
立
了
平
先
生
の
「
気
管
切

開
患
者
に
お
け
る
専
門
的
口
腔

ケ
ア
に
よ
る
口
腔
内
と
気
管
カ

ニ
ュ
ー
レ
内
の
細
菌
数
の
変

化
」
は
、
肺
炎
予
防
の
歯
科
衛

生
士
に
よ
る
専
門
的
口
腔
ケ
ア

に
着
目
し
、
ス
タ
ッ
フ
の
手
技

向
上
に
も
論
及
し
た
。

　

松
枝
静
紀
薬
剤
師
の
「『
在

宅
医
療
』
を
支
援
す
る
指
導
薬

剤
師
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、

１
年
で
13
日
間
の
研
修
を
含
む

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
わ
り
、
多
職

種
と
の
交
流
の
意
義
と
調
剤
薬

局
薬
剤
師
と
し
て
の
気
づ
き
、

協
会
薬
科
部
の
役
割
を
報
告
さ

れ
た
。

　

各
職
種
の
真
摯
な
実
践
を
感

じ
る
有
意
義
な
会
だ
っ
た
。

 

【
宝
塚
市　

脇
野　

耕
一
】

も
さ
ま
ざ
ま
な
薬
剤
師
活
動
を

知
っ
て
い
た
だ
け
る
、
い
い
発

表
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

最
後
の
１
演
題
、
今
西
宏
之

医
師
に
よ
る
「
発
達
支
援
・
療

育
を
主
体
と
し
た
開
業
診
療
所

の
立
ち
上
げ
」
報
告
は
衝
撃
的

で
し
た
。
神
戸
市
の
総
合
療
育

セ
ン
タ
ー
で
療
養
指
導
を
受
け

る
た
め
に
１
年
半
の
待
機
期
間

が
あ
る
そ
う
で
す
。
家
族
も
含

め
た
大
き
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

べ
く
開
業
さ
れ
、
待
機
期
間
短

縮
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
現
状
に

頭
の
下
が
る
思
い
で
し
た
。

【
東
灘
区
・
薬
剤
師

 

松
枝　

静
紀
】

日
々
の
診
療
の
向
上
に

つ
な
が
る
発
表
ば
か
り

幅
広
い
分
野
で
の

活
動
に
頭
が
下
が
る

各
職
種
の

真
摯
な
実
践
感
じ
る

Ａ１分科会Ａ１分科会

Ａ３分科会Ａ３分科会

救急フェスタ　CPR講習会救急フェスタ　CPR講習会

医科歯科薬科交流企画医科歯科薬科交流企画

Ａ４分科会Ａ４分科会

AEDは覚えるのでなく
指示に従うことが重要

医歯薬連携で
　　フレイル予防を

さ
ら
に
進
行
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
ス
ー
パ
ー
ラ

イ
ザ
ー
光
線
療
法
を
星
状

神
経
節
ブ
ロ
ッ
ク
注
射
の

代
わ
り
に
用
い
る
と
目
の

血
流
が
良
く
な
り
、
視
野

の
改
善
が
得
ら
れ
る
症
例

が
多
い
と
の
こ
と
で
す
。

　

佐
々
木
内
科
医
院
・
佐

々
木
徹
先
生
の
「
漢
方
薬

が
奏
効
し
た
術
後
リ
ン
パ

浮
腫
、
誤
嚥
、
食
欲
不
振

の
症
例
呈
示
」。
80
歳

台
、
両
下
肢
の
リ
ン
パ
浮

腫
に
六
味
丸
を
投
与
し
て

浮
腫
が
軽
快
。
80
歳
台
、

誤
嚥
に
半
夏
厚
朴
湯
を
投

与
し
て
軽
快
。
80
歳
台
、

食
欲
が
な
く
な
り
困
っ
て

い
た
。
六
君
子
湯
投
与

Ａ２分科会Ａ２分科会

それぞれの多様な
取り組み紹介
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当
日
は
福
田
先
生
の
奥
さ

ま
、
ご
子
息
と
ご
家
族
の
来

場
も
あ
り
、
担
当
事
務
局
が

思
い
出
深
い
作
品
を
見
な
が

ら
対
応
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
先
生
を
偲
ぶ
ス
ラ

イ
ド
上
映
で
は
、
福
田
先
生

の
、
協
会
で
の
活
動
が
紹
介

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
先
生
は

国
会
要
請
行
動
に
も
積
極
的

に
参
加
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

文
化
部
員
と
し
て
先
生
に

は
こ
の
展
示
会
に
今
ま
で
多

　

今
年
も
日
常
診
療
経
験
交

流
会
併
設
の
「
あ
な
た
と
わ

た
し
の
展
示
会
」
に
多
く
の

作
品
が
出
展
さ
れ
ま
し
た
。

手
づ
く
り
の
民
芸
調
作
品
、

陶
芸
、
絵
画
、
そ
し
て
写
真

等
に
来
場
者
一
人
ひ
と
り
が

見
入
っ
て
い
ま
し
た
。
中
で

も
本
年
７
月
28
日
に
ご
逝
去

さ
れ
た
福
田
俊
明
先
生
（
理

事
・
文
化
部
員
）
の
陶
芸
品

の
１
点
１
点
を
、
多
く
の
参

加
者
が
熱
心
に
鑑
賞
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

く
の
作
品
を
出
展
い
た
だ

き
、
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま

す
。
多
く
の
会
員
の
先
生
方

に
作
品
を
出
展
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
こ
の
展
示
会
を

さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

福
田
先
生
に
は
、
多
く
の

他
の
企
画
に
も
ご
尽
力
い
た

だ
き
ま
し
た
。
特
に
毎
年
恒

例
の
そ
ば
打
ち
体
験
企
画
に

関
し
て
は
、
立
案
か
ら
企
画

・
実
行
ま
で
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
本
年
か
ら
は

「
手
打
ち　

福
寿
庵
」
と
し

て
新
た
に
出
発
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
（
12
月
11
日
10

時
〜
14
時
、
神
戸
市
生
涯
学

習
支
援
セ
ン
タ
ー
で
開
催
予

定
）。

　

ま
た
、
同
会
場
で
は
ポ
ス

タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
や
医
院
新

聞
の
展
示
、
医
療
機
器
等
の

展
示
や
県
下
の
特
産
品
の
展

示
・
引
き
換
え
が
行
わ
れ
、

こ
ち
ら
も
好
評
で
し
た
。
他

　

今
年
度
は
、「
医
療
と
Ｉ
ｏ

Ｔ
」、「
レ
セ
プ
ト
審
査
の
過
去

・
現
在
・
未
来
」
と
題
し
た
発

表
を
複
数
台
の
パ
ソ
コ
ン
で
、

ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
で
同
時
上
映

す
る
形
で
行
っ
た
。

 

「
医
療
と
Ｉ
ｏ
Ｔ
」
で
は
、

Ｉ
ｏ
Ｔ
（In

tern
et 
of 

Things

）
の
基
本
的
な
解
説
を

日
常
生
活
で
の
利
用
例
を
挙
げ

て
行
い
イ
メ
ー
ジ
を
抱
い
て
も

ら
っ
た
後
に
、
実
際
の
医
療
メ

ー
カ
ー
の
使
用
例
を
挙
げ
医
療

分
野
で
の
活
用
を
紹
介
し
た
。

 

「
レ
セ
プ
ト
審
査
の
過
去
・

現
在
・
未
来
」
で
は
、
レ
セ
プ

ト
電
子
化
に
よ
り
縦
覧
点
検
や

突
合
点
検
が
開
始
さ
れ
、
査
定

件
数
が
大
き
く
増
加
し
て
い
る

こ
と
、
レ
セ
プ
ト
オ
ン
ラ
イ
ン

義
務
化
反
対
運
動
の
経
過
な
ど

が
報
告
さ
れ
、
よ
く
ま
と
ま
っ

て
い
た
。

　

昨
年
、LINUX

で
復
活
さ
せ

た
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
も
使
用
し

た
。「
医
療
と
Ｉ
ｏ
Ｔ
」
の
動

画
が
、W

indow
s

のP
ow
er 

Point

で
も
、LINUX

のLibre 
O
ffice

で
も
自
動
再
生
せ
ず
、

展
示
に
手
間
取
っ
て
し
ま
っ

た
。
最
初
か
ら
ス
ム
ー
ズ
に
再

生
で
き
て
お
れ
ば
、
も
う
少

し
、
来
場
者
を
引
き
付
け
ら
れ

た
か
も
し
れ
な
い
。

　

今
後
、
少
し
内
容
を
拡
充
さ

せ
、
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
付
け

加
え
る
な
ど
し
て
、
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き

る
よ
う
に
し
て
広
く
見
て
い
た

だ
い
て
も
よ
い
と
考
え
て
い

る
。
展
示
に
際
し
、
ご
尽
力
い

た
だ
い
た
情
報
ネ
ッ
ト
部
会
の

先
生
方
、
事
務
局
の
方
々
に
深

謝
し
た
い
。

 
【
東
灘
区　

森
岡　

芳
雄
】

に
も
、
薬
科
部
企
画

と
し
て
漢
方
の
生
薬

展
示
や
、
生
薬
（
香

蘇
散
）
試
飲
が
で
き

た
り
、
東
日
本
大
震

災
被
災
地
物
産
展
が

行
わ
れ
て
い
た
り
と

充
実
し
て
い
ま
し

た
。

　

最
後
に
、
福
田
先

生
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

【
西
宮
市
・
歯
科

 

加
藤　

隆
久
】

上
田
耕
蔵
先
生
の
「
分
か
り
や

す
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
る
糖

質
制
限
食
の
効
果
」
で
は
、
１

日
の
糖
質
量
を
角
砂
糖
で
換
算

す
る
な
ど
の
食
事
指
導
に
つ
い

て
分
か
り
や
す
く
お
話
し
さ

れ
、
も
う
一
題
上
田
先
生
か
ら

の
「
糖
質
制
限
食
は
死
亡
率
を

高
め
る
の
で
す
か
？
」
で
は
闊

達
な
質
疑
応
答
が
あ
り
ま
し

た
。
歯
科
の
立
場
か
ら
も
大
変

興
味
深
く
、
傾
聴
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

中
島
敏
雄
先
生
の
「
内
視
鏡

検
査
に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト
」
で
は
三
重
の
チ
ェ

ッ
ク
の
シ
ス
テ
ム
が
紹
介
さ

　

日
常
診
の
翌
朝
、
診
療
を
開

始
し
、
開
口
一
番
の
患
者
さ
ん

が
、
大
槻
榮
人
先
生
の
ご
講
演

「
舌
小
帯
短
縮
症
（
小
児
姉
妹

に
生
じ
た
症
例
）
に
つ
い
て
」

に
あ
り
ま
し
た
、
舌
小
帯
短
縮

症
を
発
症
し
て
い
ま
し
た
。
重

症
度
分
類
３
度
に
近
い
２
度
と

思
え
ま
し
た
。
聴
講
い
た
し
ま

し
て
、
非
常
に
参
考
に
な
り
、

実
に
即
臨
床
に
役
立
ち
ま
し

た
。
医
科
の
先
生
か
ら
も
、

「
こ
う
い
う
場
合
は
ど
こ
へ
紹

介
す
れ
ば
い
い
の
で
す
か
」
と

質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　

林
功
先
生
の
「
実
地
医
家
に

で
き
る
糖
尿
病
栄
養
指
導
」、

れ
、
こ
ち
ら
も
多
数
の
質
疑
が

出
て
お
り
ま
し
た
。

　

谷
端
美
香
先
生
の
「
２
０
１

６
年
度
会
員
意
見
実
態
調
査
結

果
」
で
は
、
診
療
報
酬
改
定
に

つ
い
て
６
割
が
不
満
で
あ
る
と

報
告
さ
れ
ま
し
た
。
新
設
項
目

（
か
強
診
）
に
つ
い
て
は
、
私

的
に
も
不
合
理
是
正
を
願
う
次

第
で
、
川
村
雅
之
副
理
事
長
か

ら
も
補
足
の
発
言
が
あ
り
ま
し

た
。

　

医
科
・
歯
科
の
各
発
表
は
大

変
有
意
義
で
し
た
。

【
姫
路
市
・
歯
科

 

小
松　

盛
樹
】

　

伊
丹
市
・
か
わ
む
ら
歯
科
の

川
村
雅
之
先
生
か
ら
、
ポ
ー
タ

ブ
ル
エ
ン
ジ
ン
に
よ
る
義
歯
を

中
心
と
し
た
歯
科
訪
問
診
療
の

有
効
性
が
解
説
さ
れ
た
。

　

続
い
て
同
医
院
の
川
村
一
喜

先
生
か
ら
、
口
腔
内
環
境
改
善

に
よ
り
嚥
下
性
肺
炎
リ
ス
ク
の

低
下
や
経
口
栄
養
摂
取
を
も
改

て
大
切
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ

れ
た
。

　

次
に
中
央
区
・
新
神
戸
歯
科

の
鈴
木
麻
夕
先
生
か
ら
、
肩
イ

ン
ピ
ン
ジ
メ
ン
ト
症
候
群
に
対

す
る
歯
科
治
療
の
解
説
が
行
わ

れ
、
小
臼
歯
か
ら
の
感
染
性
炎

症
波
及
が
主
た
る
要
因
と
な
り

当
該
抜
歯
な
ど
に
よ
る
医
科
歯

科
連
携
治
療
の
有
効
性
が
再
認

識
さ
れ
た
。

　

最
後
に
、
東
灘
区
・
東
神
戸

病
院
小
児
科
医
師
で
あ
り
、
協

会
副
理
事
長
兼
環
境
・
公
害
対

策
部
長
の
森
岡
芳
雄
先
生
か

ら
、
大
気
汚
染
の
自
主
的
調
査

活
動
の
重
要
性
に
関
し
て
解
説

が
行
わ
れ
た
。
カ
ナ
ダ
な
ど
の

主
要
国
が
率
先
し
て
石
炭
火
力

発
電
所
を
閉
鎖
し
、
地
球
温
暖

化
防
止
に
努
力
す
る
国
際
規
定

に
反
し
、
神
戸
製
鋼
な
ど
に
よ

る
大
規
模
な
石
炭
火
力
発
電
所

る
と
同
時
に
演

題
を
提
出
し
講

演
し
、
座
長
ま

で
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
イ
ン
サ

イ
ダ
ー
で
あ

る
。
書
き
づ
ら

い
が
、
あ
え
て

書
か
せ
て
も
ら

う
。
低
予
算
で

こ
こ
ま
で
よ
く

運
営
し
て
い

る
。
実
行
委
員

会
で
は
会
の
終

了
後
、
反
省
会

を
し
て
お
り
、

実
行
委
員
の
先
生
方
の
真
摯
な

態
度
が
見
受
け
ら
れ
る
。
労
を

ね
ぎ
ら
い
た
い
。
実
行
委
員
会

が
責
任
を
持
っ
て
、
こ
の
会
が

さ
ら
に
発
展
す
る
よ
う
に
努
力

し
て
い
る
。

　

座
長
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

Ｂ
３
分
科
会
で
は
、
４
演
題
が

報
告
さ
れ
た
。

　

「
但
馬
に
お
け
る
医
療
提
供

体
制
の
現
状
に
つ
い
て
」（
豊

岡
市
・
谷
垣
医
院　

谷
垣
正
人

先
生
）、「
北
摂
地
域
の
小
児
救

急
の
現
状
と
課
題
」（
三
田
市

・
も
り
し
た
小
児
科　

森
下
順

彦
先
生
）
は
い
ず
れ
も
地
域
医

療
が
抱
え
る
課
題
に
つ
い
て
の

報
告
だ
っ
た
。
谷
垣
先
生
か
ら

は
、
99
床
の
日
高
医
療
セ
ン
タ

ー
の
無
床
化
計
画
に
対
す
る
地

域
で
の
反
対
運
動
に
つ
い
て
、

森
下
先
生
か
ら
は
北
摂
地
域
の

小
児
救
急
が
危
機
的
状
況
に
あ

る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

　

「
診
療
所
の
Ｉ
Ｔ
化
（
パ
ー

ト
３
）
〜
リ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
活
用
」（
洲

本
市
・
た
か
た
ク
リ
ニ
ッ
ク　

高
田
裕
先
生
）
に
つ
い
て
、
開

業
以
来
、
Ｉ
Ｔ
化
を
進
め
て
い

る
高
田
先
生
の
医
院
で
は
、
ほ

と
ん
ど
の
業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化

が
進
み
、
紹
介
状
や
主
治
医
意

見
書
等
、
文
書
作
成
の
時
間
が

短
縮
で
き
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
あ
っ
た
。

　

「
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の

鉄
槌
を
下
す
。」（
中
央
区
・
は

な
ク
リ
ニ
ッ
ク　

徐
昌
教
先

生
）
で
は
、
現
在
、
大
き
な
話

題
と
な
っ
て
い
る
子
宮
頸
が
ん

ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
、
見
解
を

述
べ
ら
れ
た
。

　

医
科
、
歯
科
、
薬
科
連
携

が
、
保
険
医
協
会
の
大
き
な
特

徴
で
あ
る
が
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
演
題
選
び
に
苦
慮
す
る
の
で

は
な
い
か
。
前
回
は
ポ
リ
フ
ァ

ー
マ
シ
ー
、
今
回
は
フ
レ
イ
ル

frail

（
虚
弱
）
と
い
う
テ
ー
マ

で
あ
る
。

　

昭
和
22
・
23
年
生
ま
れ
の
団

塊
の
世
代
が
70
代
に
な
り
、
メ

タ
ボ
か
ら
フ
レ
イ
ル
の
時
代
に

突
入
し
た
時
代
背
景
も
あ
る

が
、
奇く

し
く
も
「
歯
」
は
年
齢

を
意
味
す
る
「
よ
わ
い
」
と
発

音
す
る
。「
よ
わ
い
」
は
「
弱

い
」
を
連
想
さ
せ
る
。
儒
教
社

会
で
は
高
齢
者
の
こ
と
を
尊
敬

の
意
味
を
含
ん
で
歯

よ
わ
い

人び
と

と
呼
ん

で
い
る
。
古
代
中
国
人
は
、
人

体
の
中
で
最
も
頑
丈
な
歯
は
老

化
年
齢
を
明
確
に
示
す
指
標
と

考
え
て
い
た
よ
う
だ
。
従
っ
て

年
齢
と
い
う
字
に
は
「
歯
」
偏

が
つ
く
。「frail

」
と
い
う
歯

科
、
医
科
、
薬
科
の
共
通
演
題

を
選
ん
だ
の
は
時じ

宜さ

に
叶か

な

っ
て

い
る
。

 

【
明
石
市　

永
本　

浩
】

増
設
が
各
地
で
現
実
と
な
っ
て

い
る
兵
庫
県
に
お
い
て
、
各
地

域
が
自
主
的
に
大
気
汚
染
の
現

状
を
正
確
に
把
握
す
る
重
要
性

が
再
認
識
さ
れ
た
。

 

【
灘
区　

山
中　

忍
】

福
田
先
生
の
陶
芸
作
品
（
上
）
な
ど
、
多
彩
な
作
品
に

多
く
の
参
加
者
が
見
入
っ
た
（
下
）　
　
　
　
　
　
　

会場から多くの質問が出され、
活発な意見交換が行われた 　

医
科
歯
科
連
携
の

有
効
性
を
再
確
認

す
ぐ
に
役
立
つ

情
報
多
彩

地
域
医
療
が
抱
え
る

課
題
が
明
ら
か
に

Ｂ２分科会Ｂ２分科会

Ｂ１分科会Ｂ１分科会

Ｂ３分科会Ｂ３分科会

作品展示コーナー作品展示コーナー

多彩な作品ずらり

情報ネットワーク企画情報ネットワーク企画

今後につながる
展示に

善
さ
せ
る
ミ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ド
に

積
極
的
に
歯
科
医
師
が
参
加
す

る
重
要
性
の
解
説
が
行
わ
れ

た
。
日
本
医
師
会
雑
誌
に
て
、

専
門
的
口
腔
ケ
ア
が
在
院
日
数

を
半
減
で
き
る
と
い
う
注
目
す

べ
き
結
論
が
出
て
い
る
よ
う

に
、
改
め
て
歯
科
の
口
腔
ケ
ア

の
重
要
性
が
訪
問
診
療
も
含
め

　

参
加
記
の
原
稿
を
頼
ま
れ
た

時
、
少
し
躊
躇
し
た
。
何
故
な

ら
、
筆
者
は
会
の
来
訪
者
で
あ

保険の見直しに効きます！
ネット生保と比べてみてください

積立金総額１兆２千億円
中長期の資産運用に

次回受付はお問い合わせください

好評受付中

格安保険料と高配当が魅力！
過去７年の平均配当率46％

病気やケガの休業に備えて
非営利・助け合いの共済が有利です

割安掛金が満期まで上がりません
脱退一時金、弔慰･高度障害給付あり

協会の積立年金
従業員も加入OK！

自在性が魅力！ １口単位で解約・
中断・再開が可能

個人年金保険料控除がとれる個人
年金型と自在性の一般型

休業保障制度休業保障制度グループ保険グループ保険

保険医年金保険医年金
ＤｅｆＬ ＤｅｆＬ デフエルデフエル
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自治医科大学附属病院　総合診療内科　教授 松村　正巳先生講演

リウマチ・膠原病の診かた

はじめに
　診断のプロセスは、病歴・身体診察、
それらを基に立てる仮説、鑑別診断を挙
げることから成り立っている。この視点
から、リウマチ・膠原病の診かたについ
て概説する。
　リウマチ・膠原病では病歴と同様に身
体診察が大きな役割を果たす。関節の障
害では関節痛と関節炎を分けて認識し、
診断を進める。また、この分野は抗核抗
体をはじめ血清学的検査が診断に大きく
関与し、興味深い。抗核抗体陽性の疾患
と陰性の疾患、ANCA陽性の血管炎と陰
性の血管炎を分類しておく。その他、超
高齢化社会でのリウマチ・膠原病、さら
に不明熱における鑑別について考えてみ
たい。

診断のプロセスにおける病歴
　診断は四つのステップからなる（図
１）。 ステップ１： 情報収集（data 
collection：問診・身体診察）、ステップ
２： 問題の描写（problem representa-
tion）、ステップ３：疾患の知識（illness 
scripts）への照合、ステップ４：問題を
説明する疾患を選ぶ（script selec-
tion）、からなる。
　ステップ２は鑑別疾患を挙げるときの
要である。ここでは三つの要素を明らか
にする。①患者は誰（年齢、性別、既往
歴） か。 ②症候は何か（鍵となる徴
候）。③時間経過の中で問題がどのよう
に起こったのか、を明らかにする。例を
挙げてみる。生来健康な68歳・女性が外
来受診し「３週前からあちこちの関節が
痛くなって、10日前からは夕方になると
38℃の熱が出るようになりました。５日
前からは足先がしびれています」と訴え
たとする。
　患者の表現と身体所見をわれわれは、
以下のように翻訳
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しなくてはならない。
①患者は誰か。生来健康な68歳・女性。
②症候は何か。発熱、多発性関節炎、多
発性単神経炎。
③時間経過は。亜急性発症。
　問題の描写は「生来健康な68歳の女
性。亜急性発症の発熱、多発性関節炎、
多発性単神経炎を呈する」となる。これ
がステップ３へ移行するときの鍵とな
る。診断は顕微鏡的多発血管炎である。
　われわれが鑑別疾患を考えるときに無
意識のうちにアタマの中で行っている一
つの方法は、患者の言葉を鑑別疾患の絞
り込みに寄与する対となる概念
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を持つ単
語 に 置 き 換 え る こ と（semantic 
qualifier）である１）。対となる概念で表
現できれば、他方から想起できる鑑別疾
患は除外できる。例として、突然と急
性、亜急性と慢性など時間の概念、持続
性と間欠性、単発性と多発性、発作性と
非発作性などが挙げられる。このような
患者の訴えを医学的概念に翻訳する過程
で無意識のうちに鑑別疾患は想起され、
可能性の低いものが除かれる。例えば、
生来健康な39歳・男性の急性単関節炎で

で四つの分類ができる（表１）。それぞ
れの鑑別を表２と表３に示す。

検　査
　リウマチ・膠原病の幾つかの疾患は、
抗体検査が診断に大きく寄与する。抗核
抗体陽性の疾患と陰性の疾患を整理して
おく（表４）。
　また、血管炎においては、ANCAが陽
性になりうる血管炎と陰性の血管炎に分
けて整理しておく（表５）。ステップ２
から想起される鑑別疾患に応じて検査を
実施し、診断を確定し、ときに除外に使
う。

注意すべき病態
　わが国は超高齢化社会を迎えた。その
中で、偽痛風、リウマチ性多発筋痛症、
巨細胞性動脈炎を診断する機会が増えて
きている。偽痛風も関節炎の起こる部位
によっては（例：環軸関節の偽痛風：
crowned dens syndrome、恥骨結合部の
偽痛風）、診断に苦慮する。リウマチ性
多発筋痛症は初期に五十肩と診断される
ことがある。また、巨細胞性動脈炎は高
齢者の不明熱において、常に鑑別疾患の
一つとして挙げられる。

不明熱
　不明熱の診断では、診断に寄与する発
熱以外（発熱＋α）の症状・徴候を見つ
けることが診断確定に大きく寄与する。
以下は、一対一対応するものではない
が、考慮に値する。
発熱に加えて以下がある：
・ 咳嗽、体重減少 → 結核
・ 頭痛 → 巨細胞性動脈炎
・ 腰痛 → 癌、骨髄炎
・ 下肢のしびれ → 血管炎
・ 上腕から肩の痛み、朝方寝返りがうて
ない → リウマチ性多発筋痛症

・ 頸部痛 → 髄膜炎、リウマチ性多発筋
痛症、crowned dens syndrome、亜急

性甲状腺炎、レミエー
ル症候群
・ 難治の中耳炎の既
往 → 血管炎において
o t i t i s m e d i a w i t h 
A N C A - a s s o c i a t e d 
vasculitis（OMAAV）
という概念が提唱され
ている２）

・ 比較的徐脈 → 腸チフ
ス、マラリア、Q熱、
ブルセラ症、髄膜炎で
頭蓋内圧の上昇を伴う
もの、腎細胞癌、リン
パ腫、中枢神経の腫瘍
・ リンパ節腫脹 → リン
パ腫、HIV、菊池病、
Castleman病
・ 診断のつかない扁桃
炎 → 急性HIV感染症
・ 白血球減少、リンパ球
減少 → SLE
・ 血小板増多 → リウマ
チ性多発筋痛症、巨細
胞性動脈炎、高安病

性障害（ミュンヒハウゼン症候群）

おわりに
　診断とは患者の身体に起こっている異
常（disease）を医学の概念に照らし合
わせ、正しく解釈する作業である。解釈
を誤らないように日々経験を重ねたい。
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図１　診断における四つのステップ

・ 好酸球増多 → 結核、ホジキンリンパ
腫、菌状息肉腫、好酸球性白血病、結
節性多発動脈炎、好酸球性多発血管炎
性肉芽腫症
・ 異型リンパ球 → EBウイルス、サイ
トメガロウイルス、トキソプラズマ
症、ブルセラ症、マラリア、ツツガム
シ病
・ 単球増加 → リンパ腫、血管炎
・ 赤沈亢進（100mm／時間以上） → リ
ウマチ性多発筋痛症、巨細胞性動脈
炎、高安病
・ 補体低下 → SLE、クリオグロブリン
血症、感染性心内膜炎、IgG４関連疾
患（発熱をきたすことは少ない）
・ 血液培養で解釈に違和感を感じる菌が
生えてきた（例：血液培養から複数の
口腔内常在菌が検出された） → 虚偽

表１　関節炎の分類

急　性 慢　性

単発性 急性単関節炎 慢性単関節炎

多発性 急性多発性関節炎 慢性多発性関節炎

あれば、まず痛風、まれに
感染性関節炎ありと考え
る。優れた診断医は情報の
収集に優れ、問題の描写が
正確である。

身体診察
　リウマチ・膠原病におい
ては、関節痛と関節炎の違
いを認識することが肝要で
ある。関節痛は疼痛のみで
ある。関節炎では、①疼痛
（圧痛）、 ②腫脹、 ③熱
感、④発赤、⑤機能の障害
（関節可動域の制限、変
形）を認める。関節炎と認
識できれば、発症からの時
間経過により急性（数日～
２週間）と慢性（４～６週
間）を分け、関節炎を起こ
している関節の数から単発
性と多発性（２カ所以上）
に分ける。これより２×２

表２　単関節炎の鑑別疾患

急性単関節炎 慢性単関節炎

・痛風
・偽痛風
・感染性関節炎
・外傷

・変形性関節症
・結核性関節炎

表３　多発性関節炎の鑑別疾患

急性多発性関節炎 慢性多発性関節炎

・関節リウマチ
・全身性エリテマトーデス
・サルコイドーシス
・ベーチェット病
・血管炎
・パルボB19感染
・リウマチ熱

・変形性関節症
・関節リウマチ
・全身性エリテマトーデス
・サルコイドーシス
・炎症性腸疾患によるもの
・反応性関節炎
・肥大性骨関節症
・強直性脊椎炎

表４　抗核抗体陽性と陰性の疾患

抗核抗体陽性の疾患： 抗核抗体陰性の疾患：

・ SLE：抗dsDNA抗体、
　抗Sm抗体
・ 混合性結合組織病：抗U1-
RNP抗体

・ 多発筋炎／皮膚筋炎：
　抗Jo-1抗体
・強皮症：抗Scl-70抗体、
　抗セントロメア抗体

・痛風／偽痛風
・リウマチ性多発筋痛症
・血管炎
・サルコイドーシス
・成人発症スティル病
・血清反応陰性脊椎関節症

表５　ANCA陽性となりうる血管炎と陰性となる血管炎

ANCA陽性になりうる血管炎 ANCA陰性の血管炎

・ 顕微鏡的多発血管炎（MPO-
ANCA）

・ 多発血管炎性肉芽腫症
　（PR3/MPO-ANCA）
・ 好酸球性多発血管炎性肉芽
腫症（MPO-ANCA）

・高安動脈炎
・巨細胞性動脈炎
・結節性多発動脈炎
・川崎病
・ ヘノッホ・シェーンライン
紫斑病
・クリオグロブリン血管炎

ステップ１：問診・身体診療による情報収集
（data collection）

ステップ２：問題の描写
（problem representation）

ステップ３：疾患の知識
（illness scripts）への照合

血管炎

問題の描写：
生来健康な68歳の女性。
亜急性発症の多発性関節炎、発熱、
多発性単神経炎を呈する。

血管炎

関節リウマチ サルコイドーシス

関節リウマチ サルコイドーシス

ステップ４：問題を説明する疾患を選ぶ
（script selection）

鑑別疾患の第１候補
は血管炎です。


